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１．たまねぎ

（１）　�日本における中国産たまねぎの位置
付け

2018年の日本のたまねぎの作付面積は
２万6200ヘクタール（前年比2.3％増）、
収穫量は115万5000トン（同5.9％減）
となっている。一方、同年のたまねぎの輸
入量は生鮮品で29万4257トン（同1.1%
増）、乾燥品で7430トン（同3.1％増）と

合計約30万トンとなっている（図１）。
2018年の生鮮たまねぎの輸入量のうち９
割弱が中国産で、次いで、豪州産、ニュー
ジーランド産、米国産となっている（表
１）。毎月一定数量が輸入されているが、
主産地である北海道産が出回らなくなる６
月に輸入量が多くなる傾向にある（図２）。
なお、本稿中の為替レートは、１元
=16円（2019年10月末日ＴＴＳ相場：
15.76円）を使用した。

中国における
たまねぎ、しょうがの生産および輸出動向

【要約】

中国は、日本における輸入生鮮野菜の65％（2018年数量ベース）を占めるなど、主要
な輸入先の一つとなっている。
今月号では、中国からの輸入が大部分を占めているたまねぎ、しょうがの主産地の生産
状況について、現地の野菜生産・輸出企業に対し聞き取り調査を行ったので報告する。
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」、農林水産省「野菜生産出荷統計」）  

 注：カッコは全体に占める割合である。  

図１　日本のたまねぎ供給量（2018年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」、農林水産省「野菜生産出荷統計」）
　注：カッコは全体に占める割合である。
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（２）　生産動向
ア　中国における産地
たまねぎは、山

さん

東
とん

省、甘
かん

粛
しゅく

省、雲
うん

南
なん

省、
四
し

川
せん

省、河
か

南
なん

省、江
こう

蘇
そ

省など広い地域で生
産されており、その中でも生産量の多い地
域は山東省、甘粛省、雲南省である（図３）。
日本向け輸出に関しては、４～ 12月が山
東省、８～翌３月が甘粛省、１～３月が雲
南省などからの内陸部が中心となってい
る。今号では、秋冬期における主産地であ
る山東省、甘粛省の生産動向を対日輸出も
行っている輸出企業数社からの聞き取り情
報を中心に紹介する。なお、山東省におけ

る主な産地は、濰
い

坊
ぼう

市、聊
りょう

城
じょう

市、荷
か

澤
ざわ

市
など、甘粛省の主な産地は、酒

しゅ

泉
せん

市、張
ちょう

掖
えき

市、金
きん

昌
しょう

市である。
注：中国では、大きい行政区分から順に、「省級（省、
直轄市など）」、「地級（地級市、自治州など）」、「県
級（県、県級市、市轄区など）」などとなっている。

イ　播種、定植および収穫時期
山東省のたまねぎ生産は、通常、９月に
播
は

種
しゅ

、10月に定植を行い、翌年５月に収
穫する。
また、甘粛省では、２月に播種、４月に
定植を行い、８月に収穫する（図４）。

表１　たまねぎの分類別国別輸入量（2018年）
生　鮮 乾　燥

国　名 数量
（トン）

シェア
（％） 国　名 数量

（トン）
シェア
（％）

中国 271,943 92.4% 米国 3,709 50.0%

豪州 8,792 3.0% エジプト 1,813 24.4%

ニュージーランド 7,964 2.7% 中国 1,207 16.3%

米国 3,712 1.3% インド 174 2.3%

その他 1,846 0.6% その他 527 7.1%

合　計 294,257 100.0% 合　計 7,430 100.0%

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」） 

注 ：ＨＳコード：０７０３.１０-０１１～１３ 

図２　中国産生鮮たまねぎの月別輸入量および輸入単価（2018年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：ＨＳコード：0703.10-011〜13
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ウ　山東省における生産動向とコスト
今回は、日本向けたまねぎを取り扱って
いる２社に聞き取りを行った（表２）。A
社は濰坊市にあり、2001年に設立された
従業員200名超の企業である。自社の野

菜生産基地を山東省に所有するほか、雲南
省、甘粛省からも仕入れている。生鮮野菜
だけでなく冷凍食品の生産ラインも所有
し、日本向け輸出の割合は金額ベースで
50％となっている。日本向けは直接、輸
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図４　中国のたまねぎの生育ステージ

資料：聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

資料：聞き取りを基に農畜産業振興機構作成。
　注：本図は、聞き取りを行った企業の定植、収穫を行う時期を表しており、それぞれの作業は前後の時期にも実際には行われているとみられる。
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出しており、毎週１回、出港している。ま
た、韓国、中東にも輸出している。2019
年５月収穫分の作柄は、天候に恵まれ単収
も上がったため、貯蔵量が増加している。
コストについては、地代、人件費、輸送費
の上昇により前年比５～ 10％増となって
いる。

B社は2017年３月に設立された合資企
業で、農産物の買い付け、生産、選別加工、
冷凍加工、貯蔵を主な業務としている。
2018年の輸出価格が安かったことから栽
培面積を減らしたため、2019年５月の収
穫量は減少した。2020年収穫分について
は、作付面積を増やす予定である。

エ　甘粛省における生産動向とコスト
甘粛省についても２社に聞き取りを行っ
た（表３）。C社、D社については2018年
収穫分についてヒアリングを行った。天候

に恵まれ、災害などもなかったことに加え、
東南アジアの需要増やヨーロッパ市場の新
規開拓などから栽培面積を増やしており、
両社とも生産量は増加している。

表２　聞き取りを行った山東省のたまねぎ生産企業の概要

対日輸出割合 作付面積
2019 年

作付動向
対前年比 出荷時期 輸出見込

（対日輸出見込） 生産コスト

A 社 50％ 333.3ha 変化なし 2019 年 5 月
通年出荷

増
（前年並み） 増

B 社 20％ 80ha
（予定） 20％増 2019 年 5 月〜 11 月 減

（減） 前年並み

表３　聞き取りを行った甘粛省のたまねぎ生産企業の概要

対日輸出割合 作付面積
2019 年

作付動向
対前年比 出荷時期 輸出見込

（対日輸出見込） 生産コスト

C 社 30％ 233.3ha 20％増 2018 年 9 月〜 2019
年 6 月

増
（前年並み） 増

D 社 20％ 80ha
（予定） 10％増 2018 年 9 月〜 2019

年 6 月
増

（前年並み） 増

写真１　収穫風景 写真２　A社のたまねぎ
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（３）　輸出
中国の輸出たまねぎは、ほぼ生鮮品と
なっており、ここ数年の輸出量はほぼ増加
傾向で推移している（図５）。2016年は、
収穫量の減少に伴う価格の高騰から輸出量
は減少したものの、2017年は豊作であっ
たため大幅に増加した。2018年は前年比
1.8％減とわずかに減少したものの、88万
7514トンと高水準となっている。
主な輸出先国は日本、ベトナム、マレー
シア、韓国で、全体の輸出量の８割近くを
アジア向けが占めている。日本向けは、全
体の輸出量の３割程度を占めており、直近
５カ年は25～30万トンで推移している。
ベトナム向けの輸出量が増加しているもの
の、依然として日本は中国の最大の輸出先
国となっている。

ア　山東省
Ａ社は東南アジアの経済発展、ヨーロッ
パをはじめ中東向けの新規市場開拓などか
ら輸出量は増加傾向であるが、対日輸出に
ついては大きな変化はないものとみている。

また、対日価格については、国内需要の高
まりから５～10％の上昇を見込んでいる。
B社は2018年の輸出価格が安かったことか
ら、全体的に輸出量が減少している。

イ　甘粛省
C社は一帯一路政策によりEU市場の開拓

がしやすくなったことから輸出量は増加する
が、日本向けは現状維持と見込んでいる。D
社は東南アジアの経済発展を背景に輸出量
は増加するが、日本向けは現状維持と見込ん
でいる。対日価格については、国内外のたま
ねぎ需要の高まりから上昇を見込んでいる。

ウ　今後の見込み
日本国内のたまねぎについては、北海道

の天候が良かったことから豊作傾向で安定
した入荷が見込まれる。また、国内産の価
格は、５月以降、前年を割る状況が続いて
いる。中国産もおおむね生育が順調とみら
れているが、10月の東京市場では入荷量が
前年の半量ほどとなっていることもあり、
入荷量は前年並みか減少すると見込まれる。
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図５ 生鮮たまねぎの国別輸出量の推移

（千トン） 
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資料：「Global Trade Atlas」 

注：ＨＳコードは０７０３.１０.０１１～０１３ 
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資料：「Global Trade Atlas」
　注：ＨＳコードは0703.10.011~013

図５　生鮮たまねぎの国別輸出量の推移
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国内収穫量 

4万6600ﾄﾝ 

(36.4％) 

生鮮 

2万271ﾄﾝ 
(15.8%)  

酢調整 

1万7021ﾄﾝ 
(13.3%)  

塩蔵等 

1万5610ﾄﾝ 
(12.2%)  

その他調製 

2万7896ﾄﾝ 
(21.8%)  

乾燥 

544トン(0.4%)

輸入量 

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」、農林水産省「野菜生産出荷統計」） 

 注：カッコは全体に占める割合である。 

図６　日本のしょうが供給量（2018年）

表４　しょうがの分類別国別輸入量（2018年）
生　鮮 酢調製 塩蔵等 その他調製 乾　燥

国名 数量
（トン）

シェア
（％） 国名 数量

（トン）
シェア
（％） 国名 数量

（トン）
シェア
（％） 国名 数量

（トン）
シェア
（％） 国名 数量

（トン）
シェア
（％）

中国 19,203 94.7% 中国 16,791 98.7% タイ 11,861 76.0% 中国 23,339 83.7% 中国 415 76.3%

タイ 725 3.6% ベトナム 190 1.1% 中国 3,255 20.9% タイ 2,305 8.3% ラオス 75 13.8%

インドネシア 319 1.6% カンボジア 33 0.2% ベトナム 494 3.2% 台湾 2,042 7.3% インド 49 9.1%

フィリピン 12 0.1% タイ 5 0.0% インドネシア 91 0.3% ミャンマー 5 0.8%

その他 11 0.1% インド 2 0.0% その他 119 0.4%

合計 20,271 100.0% 合計 17,021 100.0% 合計 15,610 100.0% 合計 27,896 100.0% 合計 544 100.0%

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」、農林水産省「野菜生産出荷統計」）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：カッコは全体に占める割合である。

２．しょうが

（１）　�日本における中国産しょうがの位置
付け

2018年の日本国内におけるしょうが供
給量の約４割は国産品で、残りの６割を輸
入品が占めている（図６）。国産品は小売
向けの生鮮品が中心となっているものの、
輸入品はさまざまな形態で輸入されてい
る。輸入品の分類の中で「酢調製」はがり、
「塩蔵等」はがりや紅しょうがの原料とし
て貯蔵・加工に適するよう塊茎のみの状態
で塩漬けしたもの、「その他調製」は、

チューブ入りしょうがの原料、「乾燥」は、
チップや粉末状のしょうがの原料などが該
当するが、乾燥以外の形態はいずれも輸入
品中で一定の割合を占めている。
分類別の輸入量を見ると、いずれも中国
は主要な輸入先となっており、その他の輸
入先としてはタイ、ベトナムなどのアジア
諸国となっている（表４）。
　

（２）　生産動向
ア　中国における産地
中国におけるしょうがの主な産地は、
山
さん

東
とん

省、河
か

北
ほく

省、河
か

南
なん

省、遼
りょう

寧
ねい

省などとなっ
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ている。たまねぎ同様に、主産地である
山東省の生産動向を対日輸出も行ってい
る輸出企業数社からの聞き取り情報を中
心に紹介する。なお、山東省における主
な産地は、濰

い

坊
ぼう

市、煙
えん

台
たい

市、青
ちん

島
たお

市など
である（図７）。

イ　�山東省における植え付けおよび収穫
時期

　生鮮向け、加工向け（漬物用、乾燥用）
ともに露地栽培とハウス栽培で生産される
（図８）。地域や天候によって前後すること
はあるものの、一般的な露地栽培では４月
上旬に種しょうがを植え付け、10月に収
穫となる（写真３）。10～ 12月に収穫し
たしょうがはそのまま出荷されるが、１月
以降に収穫される場合は冷蔵保管の後、翌
年７～８月まで出荷が続く（写真４）。
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図７　山東省のしょうが主産地

資料：農畜産業振興機構作成
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ウ　�山東省におけるしょうがの生産動向お
よび生産コスト
今回、聞き取りを行った２社の概要は表
５のとおりである。両社ともドバイ、サウ
ジアラビアなどの中東諸国とパキスタン、

バングラディシュなどの南アジアからの注
文が増えたことから栽培面積を増やしてい
る。天候に恵まれ、生産管理技術の向上も
あり作柄は良好である。

写真３　露地栽培

写真４　冷蔵保存所
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月

図８　山東省のしょうがの植え付けおよび収穫時期

　資料：聞き取りを基に農畜産業振興機構作成。
　　注：本図は、聞き取りを行った企業の定植、収穫を行う時期を表しており、それぞれの作業は前後の時期にも実際には行われているとみられる。

表５　聞き取りを行った山東省のしょうが生産企業の概要
対日輸出

割合
作付面積
2019 年

作付動向
対前年比 出荷時期 輸出見込

（対日輸出見込） 生産コスト

E 社 15 〜 20％ 33.3ha 10％増 2018 年 10 月ころ
〜 2019 年 8 月ころ

増
（前年並み） 増

F 社 5％ 666.7ha 5 〜 10％増 2018 年 10 月〜 増
（前年並み） 増
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（３）　輸出
中国のしょうが輸出量は、2014年は
大きく減少したものの、ここ４年間は40
万トン以上で推移している。2018年は
前年比7.9％増の49万471トンとなった
（図９）。
国別にみると、パキスタン、米国、オラ
ンダなどへの輸出量が多くなっている。日
本へは毎年約３万トン程度が安定的に輸出
されているものの、酢調製品のデータを入
手することができないため、日本向けの加
工品を含めた全体の輸出量を把握すること
はできない。
中国からは80カ国以上に輸出されてお

り、輸出先国に大きな変化はないが、中東、
欧米、東南アジア諸国への輸出量が微増と
なっている。
前出の企業では、今シーズンの対日輸出
量の見込みは前年並みとしているものの、
全体の輸出見込みでは、増加となっている。
この理由としては、近年、東南アジアや中
東諸国の経済発展による需要増加やヨー
ロッパなどの新しい海外市場の開発などが
あるとしている。
なお、対日向けの輸出価格については、
１トン当たり6000～7000元（9万6000
円～11万2000円）と見込まれている。
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400  

500  

600 

（年）

パキスタン 米国 オランダ ＵＡＥ バングラデシュ

マレーシア サウジアラビア 日本 その他
（千トン）

資料：「Global Trade Atlas」 

注：ＨＳコード：091011,12(酢調製品含まない。) 資料：「Global Trade Atlas」
　注：ＨＳコード：091011,12（酢調製品含まない。）

図９　中国のしょうがの国別輸出量の推移

参考資料
（１）　農畜産業振興機構　2019年　中国における輸出向け野菜の生産・加工・輸出状況～対日輸出に力を入れ

る企業の事例を中心に～（2019年３月号）　https://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/kaigaijoho/1903/
kaigaijoho02.html
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